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解析方法 

解析結果  

目的 
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同期した二つの映像から細菌の三次元位置・姿勢を算出するプログラム開発 

 

 

 液晶のような細長い物体の位置や姿勢の解析に応用 

画像列 

二値化処理 

ラベリング処理 

最小二乗法に
よる楕円近似 

関心領域 

細菌 

ラベリング処理 

  

 

最も大きい白い領域を菌体
として輪郭を抽出 

白の領域に番号を順番に 

割り当て物体を番号で識別する方法 

 

楕円の 

前方・後方・中心座標を求めた 

楕円の面積の変動のしくみ 

閾値を境に画像を白と黒で表す 

P-タイル法 

総画素数に対して比率Pに相当する画素数
を初めて超えたときの輝度を閾値に設定 

明るい場合：輝度値255側から細菌面積カウント（P-タイル法W） 
暗い場合：輝度値0側から細菌面積カウント（P-タイル法B） 

映像中の細菌の色が 

白っぽく映る 黒っぽく映る 

二値化処理 

P-タイル法W 

P-タイル法B 

楕円を描かないとき切り替え 
運動による姿勢の変化に対応 

色の変化に対応 

二方向からの映像を用いて三次元位置姿勢を求める 

関心領域を設定し細菌に注目 

切り替え 

x 

y 

z 

φ 
θ 

手動取得と自動取得の最大差1.3μm程度 

自動取得によるy1とy2の差0.５μm程度 

手動取得と自動取得の最大差 

Φ：0.29rad(16.6゜) θ：0.17rad(9.7゜) 
 

同期した二方向の映像から細菌の三次元的な位置・姿勢を 

算出するプログラムを開発し労力を改善した。 
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